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新
た
な
ス
マ
ホ
決
済
が
追
加
に！

水
道
料
金
な
ど
の
納
付

　

上
下
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
７
９
２
１

導
入
時
期
　
４
月
１
日
㈪

新
た
に
利
用
可
能
に
な
る
決
済

Ｆ
ａ
ｍ
ｉ 

Ｐ
ａ
ｙ
、
楽
天
ペ
イ

※
現
在
利
用
可
能
な
決
済
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
、
ａ
ｕ 

Ｐ
Ａ
Ｙ
、
Ｊ
―
Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ 

Ｐ
ａ
ｙ
、
ｄ

払
い
で
す
。

戸
籍
証
明
書
の
取
得

市
民
課
・
☎
⑳
２
２
５
２

　

市
外
に
本
籍
地
が
あ
る
方
が
、
戸

籍
謄
本
な
ど
を
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

開
始
時
期　

３
月
１
日
㈮
か
ら

申
請
で
き
る
方　

本
人
ま
た
は
配
偶

者
、
父
母
や
子
な
ど
の
直
系
の
親
族

申
請
で
き
る
場
所　

▽
市
民
課（
本
庁
舎
１
階
）

▽
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
市
内

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に
限
り
、
戸

籍
全
部
事
項
証
明
書
の
み
発
行
で
き

ま
す
。

※
各
公
民
館
で
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

※
国
の
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
実

施
日（
第
１
・
３
の
土
・
日
曜
日
な
ど
）

は
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

持
ち
物　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

運
転
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き
身

分
証
明
書

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

市
路
線
バ
ス
の

ダ
イ
ヤ
を
一
部
改
正

市
民
生
活
課
・
☎
⑳
２
１
８
６

　

鉄
道
の
ダ
イ
ヤ
や
バ
ス
運
転
手
の

労
働
時
間
に
関
わ
る『
自
動
車
運
転

者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の

基
準
』の
改
正
を
踏
ま

え
、
運
行
ダ
イ
ヤ
を
改

正
し
ま
す
。

改
正
日　

４
月
１
日
㈪

主
な
変
更
点

▽
小
俣
線
、
行
道
線

　

＝
平
日
運
行
便
の
12
時
・
13
時
台  

　

の
一
部
の
便
で
運
行
時
刻
を
変
更

▽
小
俣
線
、
松
田
線
、
行
道
線
、
富

　
田
線

　

＝
下
り
最
終
便
の
一
部
の
停
留
所

　

間
で
降
車
専
用
区
間
を
設
定

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
時
刻
表
は
３
月
下
旬
頃
、
市
路
線

バ
ス
車
内
や
各
公
民
館
で
配
布
予
定

で
す
。

地
域
計
画
地
区
座
談
会

農
政
課
・
☎
⑳
２
１
６
０

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
の
農
業
を
ど
の

よ
う
に
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
か
、

地
域
計
画
を
作
る
た
め
の
話
し
合
い

を
行
い
ま
す
。

※
市
街
化
区
域
は
対
象
外
で
す
。

日
時

▽
３
月
18
日
㈪
＝
北
郷
公
民
館

▽
３
月
22
日
㈮
＝
山
前
公
民
館

▽
３
月
26
日
㈫
＝
筑
波
公
民
館

▽
４
月
９
日
㈫
＝
毛
野
公
民
館

▽
４
月
16
日
㈫
＝
富
田
公
民
館

▽
４
月
23
日
㈫
＝
三
和
公
民
館

▽
４
月
26
日
㈮
＝
小
俣
公
民
館

※
原
則
午
後
６
時
30
分
～
８
時
、
４

月
23
日
㈫
は
午
前
10
時
～
11
時
30
分
。

対
象　

農
業
者
、
農
地
所
有
者
、
農

業
に
興
味
の
あ
る
方

　予  防  課 
☎㊶３１９８

―３月１日㈮正午から１５秒間サイレンを鳴らします―

　寝たばこはやめる
　ストーブは燃えやすい  
　ものから離して使う
　こんろなどから離れる  
　ときは必ず火を消す
　コンセントを清掃し、
　不要なプラグは抜く

　ごみは収集日の朝に出す
　家の周りに燃えやすい
    ものを置かない
　物置などには必ず鍵を

住宅
防火

いのちを守る 　安全装置付き機器を使う
　住宅用火災警報器を定期
　的に点検する
　寝具や衣類、カーテンに
　は防炎品を使用する
　住宅用消火器を設置
　高齢者などを守るため避
　難経路・方法を確保
　防火防災訓練へ参加

家 財 を 守 る放火
対策 　家の周りを明るくする

　路上駐車をしない
　洗濯物の取り込みを忘
    れない
　隣近所とのあいさつを

３月１日㈮▶７日㈭

～火を消して 不安を消して つなぐ未来～
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申し込み方法が

のものはこちらから！

●ホーム
　ページ

●アプリ
『マチイロ』

●X（旧Twitter）

●ＬＩＮＥ 広報紙がスマホで
読めるアプリです

市
の
情
報

発
信
中！

①二次元コードを
スマホで読み取る

●利用方法

②『申請できる手続き一覧』から
対象の手続き名を検索

『オンライン申請システム』

民
税
と
固
定
資
産
税
で
全
体
の
５
割

近
く
を
占
め
る
こ
と
か
ら
も
、
市
を

挙
げ
て
産
業
振
興
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
在
造
成
中
の『
あ
が

た
駅
北
産
業
団
地
』に
続
き
、
久
保

田
町
地
内
に
新
た
な
産
業
団
地
造
成

を
目
指
し
、
昨
年
10
月
に
知
事
に
要

望
、
翌
11
月
に
は
栃
木
県
企
業
局
が

基
礎
調
査
に
着
手
し
ま
し
た
。
地
元

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
体
の
一
人
当
た
り
借

金
残
高
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
千
代

田
区
の『
０
円
』を
筆
頭
に
東
京
都
の

『
区
』が
、
少
な
い
ほ
う
か
ら
上
位
を

独
占
し
て
い
ま
す
。
東
京
の
よ
う
な

大
都
市
と
地
方
都
市
と
の
格
差
を
是

正
し
て
い
く
た
め
に
、
き
ち
ん
と
し

た
再
分
配
の
仕
組
み
作
り
や
、
産
業

の
国
内
回
帰
と
地
方
移
転
を
促
進
す

る
よ
う
な
規
制
緩
和
お
よ
び
支
援
策

を
、
国
に
お
い
て
実
行
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
地
方
都
市
が
自
力
で
自

主
財
源
を
確
保
し
て
い
く
努
力
も
必

要
で
す
。例
え
ば
、『
ふ
る
さ
と
納
税
』

制
度
へ
の
評
価
は
賛
否
あ
り
ま
す

　

６
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
現
在
開

会
中
の
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
活

発
に
ご
議
論
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

増
加
し
続
け
る
医
療
福
祉
関
係
経

費
や
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
更

新
・
整
備
費
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対

応
や
燃
料
価
格
の
高
騰
対
策
な
ど
、

財
政
需
要
は
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
財
源
確
保
の
た
め
に
は
、
歳

入
の
増
加
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

　

日
本
経
済
新
聞
に
よ
る
全
国
自
治

体
の
４
年
度
決
算
に
よ
る
と
、
４
年

度
税
収
が
最
大
だ
っ
た
自
治
体
上
位

に
は
東
京
23
区
や
主
要
な
指
定
都
市

が
入
り
、
そ
の
他
上
位
に
入
っ
た
地

方
都
市
は
、
企
業
の
立
地
や
設
備
投

資
に
よ
る『
固
定
資
産
税
収
』の
増
加

が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

地
方
自
治
体
の
税
収
は
、
法
人
住

早
川  

尚
秀

※本紙掲載のイベントなどに参加の際は、各施設、主催者などが示す
感染症対策にご協力をお願いします。

が
、
市
長
会
の
場
で
は「
地
方
都
市

が
大
都
市
と
戦
え
る
初
め
て
の
制
度

だ
」と
い
う
意
見
も
多
く
あ
り
ま
す
。

本
市
で
も
こ
の
制
度
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
５
年
度
11
月
ま
で

の
寄
付
額
総
計
は
前
年
度
比
約
１
・

６
倍
、
返
礼
品
を
伴
う
寄
付
額
は
約

２
・
３
倍
と
増
加
し
ま
し
た
。
本
市

の
歳
入
増
加
に
加
え
、
参
画
い
た
だ

い
て
い
る
地
元
事
業
者
の
売
り
上
げ

増
に
も
つ
な
が
り
、
大
変
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
体
験

型
の
返
礼
品
に
も
力
を
入
れ
、
足
利

に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
工
夫
も
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
の
増
加
と
コ
ス
ト
の
見
直
し

に
よ
る
財
源
確
保
に
注
力
し
な
が

ら
、
各
事
業
を
積
極
的
に
展
開
で
き

る
予
算
を
編
成
し
て
い
き
ま
す
。

財
源
確
保
の
必
要
性

市ふるさと納税
（ふるさと足利応援寄附金）
について詳細はこちら▶


